
第１回学校評議員会 会議録 

開催日時  令和５年（2023 年）７月 25 日（火） １８時００分～１９時００分 

会  場 北海道厚岸翔洋高等学校 校長室 

出席者数  学校評議員 ５ 名  学校 ３ 名 

 

出席者名 

(五十音順) 

岩 﨑 純 史（厚岸町商工会） 

柿 﨑 多佳子（厚岸町女性団体連絡協議会） 

早 川 知 記（厚岸町保健福祉課） 

福 原 通 雄（本厚岸郵便局） 

山 内   公（厚岸翔洋高等学校同窓会） 

  校 長  山 本 十 三 

  教 頭  長谷川 智 人 

  事務長  土 池 健 吾 

 

校長が意見を求めた事項 学校評議員の意見・質問 

 下記の資料をもとに、令和５年度の

教育目標及び計画、教育活動の実施、

学校と地域との連携の進め方などにつ

いて説明し、本校の学校運営に関する

意見等を求めた。 

 

 

＜資料＞ 

１ 学校沿革 

２ 学校教育目標と学校経営シラバス 

３ 教職員の構成 

４ 生徒の状況 

５ 地域の信頼に応える特色ある教育活動 

 

１ 入学者の状況について 

 ・東京だけでなく長野県から入学している生徒もいて、範 

囲が広がっていると感じる。町内は少子化が進んでいる

ので、入学希望者が集まってほしい。 

 ・男女ともに入ることができる寮があるのは良い。 

 ・道内の他２校の水産高校への入学状況は。 

→小樽は２学科で全道から募集しているが減少傾向であ 

る。男子のみ二十数名入れる寮がある。函館は道南の 

生徒のみ。遠方の生徒は下宿を利用している。 

２ 学校経営シラバスについて 

 ・育成を目指す資質・能力に関する方針の中に「自己肯定 

感」があるが、高校では他の生徒の前で発表をするよう 

な機会はあるか。 

  →総合的な探究の時間では、自分たちで課題を見つけ、 

その成果を発表している。 

３ 全国豊かな海づくり大会について 

 ・高校からの参加予定はどのようになっているか。 

  →２年生は全員が式典等に関わり、１年生も全員がスタ 

ッフとして手伝いや海事の募金活動に関わる。吹奏楽 

の 6 名も参加する。 

 ・高校生が活躍する大会であり、滅多に無い機会なので期 

待している。 

上記のとおり会議を開催した。 

                   令和５年（2023 年）７月 25 日 

                   北海道厚岸翔洋高等学校長  山 本 十 三  

※ 別の書式により意見聴取の内容を整理している場合は、それを添付して保管すること。 

※ 配布資料等を添付し保管すること。 


